


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































つ め る相手の感覚的陶酔 を も連想 させ るLl
"natural(ness)"は,幼な子のイメージも響きあっ
て,はからいなき命の燃焼を偲ばせるOこれが訪れ
るとき,人は生の衝動を解き放たれ,束の間の心の
自由を得る｡こうした無私の感情は,これを向けら
れた相手の琴線に触れずにはおかない｡ ●`anidea
hadthriledthroughtherecesseswithinhim'こ
れは,恋慕の情をほどほどに楽しもうとしていたり
ドゲートの遊び心が本当の恋心へ変わった瞬間を捉
えている｡心の中に無意識の闇が広がり,言葉が及
ばぬ沈黙の世界で行動-の意志が芽生える瞬間であ
るO "lyingburiedthereinnosealedsepulcher,
butunderthelightest,easilypiercedmould.◆'こ
の空間イメージは,彼の強壮な肉体そのものに基盤
のあるエロスの情念が,相手の一見些細とみえるし
ぐさにも激しく反応するさまを思わせる｡この点描
には,作家自身も恐らく意識して表現している訳で
はない,言葉のイメージの有機的照らしあいがみら
れる｡反復のある韻律美は,言葉が豊かな蓄積の泉
から無意識に流れ出たものであることを想像させ
る｡
ⅥⅠ.結語
本論考では,リドゲートの性格描写にはエリオッ
トとルイスの共同研究の成果が色濃く反映している
ことをテクストから跡づけてきた｡これを簡潔に言
えば,実験科学の方法と言葉が人物の内面描写に浸
透し,イギリス文学の伝統的な文体や美意識に修止
を加えたということである｡
｢その2｣では,リドゲートの結婚生活の苦しみ
を描くテクストに焦点を当て,彼の高い志が潰えて
ゆくプロセスを辿る｡これを描く作家の文体に,坐
理学 ･心理学的洞察と宗教的想像力とが葛藤してい
ることを裏づけてゆく｡
さらに,彼の人生の挫折を凝視する作家の眼は,
科学の限界を示唆していることを明らかにする｡エ
リオットは,人格完成への歩みとして ｢主を恐れ敬
う心｣の重要性を認識していた｡この宗教的人間観
が 『ミドルマーチ』構想の基盤になっていることを
論考する,J
註
1)Shuttleworth,chap.1,7;Beer,chap.5;
Davis了Introduction;"Levinechap.1参照｡
2)Houghton,"EnnuiandDoubt"(64-77)参照｡
3)Wiley,(207-08)参照｡
4)作品テクストの日本語訳は拙訳である｡なお,
t藤好美･淀川郁子訳 『ミドルマーチ』(1975年)
に示唆されるところが多かった｡以下,同じ0
5)括弧内の数字は.本論考で使用した〃〝テクス
トの章とページ数を示す｡
6)英語聖書の日本語訳は拙訳である｡以下,同じ｡
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